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Æ 解答する際は答だけでなく� 結論に至るまでの過程も説明すること

Æ 自分の答案の中で不明瞭だと感じられる場合� どこが不明瞭かを答案に
明記してください 曖昧な議論が断定的に書かれている答案よりもそ
ちらをより評価します

Æ 問題は � 番から � 番まであります

�� 講義の中で、わからなかったこと、すぐにはわからなかったが後で考
えると理解が深まったこと、新鮮に感じたこと、面白かったこと、な
どいずれかをひとつ選び、（初学者にもわかるように、自分の言葉でで
きるだけ明快に）書いてください。
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のとき � ��� ��� を計算せよ

�� ��	�
をそれぞれ�行 �列� �行 列� 行 �列の行列とする このと
き ��	�
 � ��	
� を証明せよ
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という形に表せ
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�� �次正方行列は行基本変形を繰り返すことによって、どのような形に
変形できるか？（結果のみ述べること。この解答では論証は書かなくて
よい。）

�� �を任意の実数とするとき、以下の行列の、行基本変形に関する標準形
を求めよ。（�の値によって形が変わる様子を見よ。）
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�� �� � を定数とする ��� �� �� に関する連立一次方程式
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について以下の問に答えよ

��� ��� の解が存在するための必要十分条件を求めよ

��� ��� の解が存在する場合� 解の自由度を求めよ
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